
 

 

 

 

「ことばと足でつなぐ、夢へのタスキ」 
 

1月２５日に、RCCアナウンサー坂上俊次さんを講師としてお迎えし、PTA講演会が行 

われました。坂上さんは、講演の中で多くの貴重な体験談をお話してくださり、現場での失 

敗談やピンチがチャンスになったお話では、多くの生徒が興味津々でした。 

特に、数々の実況放送を任されるようになるには、他のアナウンサーとの違いを生み出し、 

人とは違うアプローチや工夫が大切である！と考えられたお話は、とても印象深いものでし 

た。中学生にとっても、学校生活の様々な場面で実践できるヒントがたくさんあったように感 

じました。坂上さんが話された「何かを成し遂げるには、必要以上の準備が大切であり、やり 

過ぎるぐらいの準備が自分や他人、未来の役に立つ」という言葉を心に留め、学校生活を頑張りましょう。 

 

講演後の生徒の感想 
 
・テスト勉強をいつもやりすぎまでやっていなかったので、学年末試験はやりすぎまでやってみたい
です。 

・テストのときや検定を受けるときには、ここは出ないと思うのではなく、出るだろうと思いながら、余裕をもって

勉強していきたい。 

・あえて人とは違ったことに挑戦することが大切だ！ということが印象的でした。また、何事にもたくさんの準備を

することで、いろいろなことに役立つことがあるということを感じたので、私も何かに挑戦するときはたくさんの

準備をしていきたいと思った。 

・坂上さんの「人が通らなそうな道も案外通れる」という話を聞いて、いろいろなことにチャレンジしていきたいと

思えた。 

・坂上さんの「私たちの持つ財産であるお金と時間。その中でも、時間というのは我々がたくさん持っているも

のだから、いろんなことにチャレンジするなど活用すべきだ」という話にはとても考えさせられました。 

 
 

新しい生徒会執行部役員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

現３年生を中心とした生徒会執行部から、新生徒会執行部役員となった上記のメンバーにバトンが渡され

ました。立会演説会では、どの候補者もやる気溢れる演説を聞かせてくれました。来年度もたくさんの行事が

あります。新生徒会執行部を中心に、学校生活をより良いものにしていきましょう。 

～ 新たなる挑戦 ～ 
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会長   ２年５組 山井 菜央       執行部  ２年５組 小笠原 杏 

副会長 ２年２組 芥川 比呂斗         ２年５組  久保田 悠月 

１年 1組 木村 奏夢        １年１組 田代 侑生 

                           １年１組 藤岡 咲羽 

執行部  ２年１組 上田 美来           １年２組 横山 光 

２年 1組 徳重 伸            １年３組  柏谷 雄大 

２年４組 石川百々葉           １年４組 土本 拓海 

    ２年４組 渡辺 陽音              １年４組 西中 咲喜 

                           １年４組 森下 紗彩 


